


▽
第
１
号
議
案
　
２
０
１
９
年
度
事
業

　
報
告
書
案
承
認
の
件

　
活
動
の
概
況
と
し
て
は
、
政
治
セ
ミ

ナ
ー
、
会
合
へ
の
出
席
状
況
︵
東
京
開

催
＝
合
計
36
回
／
前
年
35
回
、
地
方
開

催
＝
合
計
54
回
／
前
年
60
回
︶
等
が
報

告
さ
れ
た
。
ま
た
、
特
定
の
国
会
議
員

や
秘
書
と
の
関
係
強
化
の
た
め
の
個
別

面
談
や
懇
談
会
等
の
実
施
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
た
。

▽
第
２
号
議
案
　
２
０
１
９
年
度
収
支

　
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録

　
並
び
に
次
期
繰
越
金
承
認
の
件

　
次
期
繰
越
金
１
１
９
１
万
７
７
２
６

円
を
計
上
し
た
旨
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

ま
た
、
独
立
監
査
人
で
あ
る
公
認
会
計

士
／
藤
田
裕
氏
よ
り
、
財
務
諸
表
に
基

づ
く
第
43
期
の
監
査
が
実
施
さ
れ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。
次
い
で
、
監
事
の

杉
本
恭
三
氏
よ
り
、
﹁
２
０
１
９
年
度

会
計
及
び
業
務
執
行
に
関
す
る
監
査
﹂

の
結
果
、
何
れ
も
適
法
、
適
正
で
あ
る

旨
の
監
査
報
告
が
行
な
わ
れ
た
。

▽
第
３
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
会
費

　
額
案
承
認
の
件

　
暦
年
の
未
納
額
は
請
求
額
に
加
算
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
解
消
に
つ
い
て
要
請

さ
れ
た
。
次
い
で
、
２
０
２
０
年
度
会

費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
１
１
０
０
万
円
と

し
た
い
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
会
費
額
に
つ
い
て
、
例
年
ど
お
り
、

﹁
１
会
員
１
年
間
２
０
０
０
円
と
し
、

２
０
０
０
円
を
超
え
る
分
は
寄
附
の
扱

い
と
す
る
﹂
﹁
納
入
方
法
は
代
議
員
仲

介
に
よ
る
振
込
代
行
方
式
を
原
則
と
す

る
﹂
﹁
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
会
費
入

金
目
標
額
と
し
、
前
年
度
か
ら
の
未
納

額
が
あ
る
都
道
府
県
に
つ
い
て
は
未
納

額
を
目
標
金
額
に
上
乗
せ
す
る
﹂
﹁
京

都
方
式
を
推
奨
す
る
こ
と
、
都
道
府
県

で
徴
収
し
た
会
費
は
遅
滞
な
く
本
部
へ

振
込
み
を
す
る
こ
と
﹂
な
ど
が
確
認
さ

れ
た
。

▽
第
４
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
事
業

　
計
画
案
承
認
の
件

　
事
業
計
画
に
つ
い
て
﹁
１ 

制
度
事

案
へ
の
対
応
﹂
﹁
２ 

支
援
議
員
の
地
元

で
の
活
動
の
強
化
﹂
﹁
３ 

組
織
課
題
へ

の
対
応
﹂
の
３
点
に
分
類
し
た
。
特
に
、

制
度
事
案
で
あ
る
﹁
銀
行
等
に
よ
る
保

険
販
売
の
拡
大
﹂
と
組
織
課
題
で
あ
る

﹁
政
治
連
盟
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
﹂
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
主
要
課
題
で

あ
る
こ
と
が
提
議
さ
れ
た
。

１
　
制
度
案
件
へ
の
対
応

①
銀
行
窓
販
の
弊
害
防
止
措
置
の
存
続

　
日
本
代
協
と
し
て
は
、
銀
行
等
の
保

険
販
売
に
対
す
る
事
前
規
制
と
し
て
設

け
ら
れ
て
い
る
弊
害
防
止
措
置
は
、
消

費
者
保
護
の
観
点
か
ら
引
き
続
き
必
要

と
の
立
場
で
あ
る
。
日
本
代
協
の
主
張

が
反
映
さ
れ
た
こ
の
弊
害
防
止
措
置
が

緩
和
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
連

盟
と
し
て
も
引
き
続
き
存
置
を
求
め
て

顧
問
や
支
援
議
員
等
へ
の
要
請
を
行
っ

て
い
く
。

②
地
震
保
険
料
控
除
制
度
の
充
実

　
日
本
損
害
保
険
協
会
の
﹁
平
成
31
年

度
税
制
改
正
に
関
す
る
要
望
﹂
の
中
で
、

要
望
事
案
と
し
て
掲
げ
て
い
た
﹁
地
震

保
険
料
控
除
制
度
﹂
に
関
し
て
、
同
協

会
と
協
同
し
充
実
策
に
つ
い
て
実
現
を

検
討
す
る
。
我
が
国
は
大
規
模
な
地
震

災
害
に
頻
繁
に
見
舞
わ
れ
る
﹁
地
震
国
﹂

で
あ
り
、
代
協
と
し
て
も
従
来
よ
り
、

損
保
協
会
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
活
動
で
地

震
保
険
の
理
解
推
進
に
努
め
て
き
た
。

﹁
地
震
保
険
料
控
除
制
度
﹂
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
で
、
生
活
再
建
と
し
て
の
地

震
保
険
制
度
を
広
く
認
知
さ
せ
て
い
き

た
い
。

③
税
制
改
正
要
望
等
損
保
協
会
と
の
連

　
携
強
化

　
損
保
協
会
の
平
成
31
年
度
税
制
改
正

要
望
の
重
点
要
望
項
目
で
あ
る
﹁
火
災

保
険
等
に
係
る
異
常
危
険
準
備
金
制
度

の
充
実
﹂
︵
正
味
収
入
保
険
料
に
対
す

る
無
税
積
立
率
を
現
行
の
５
％
か
ら
６

％
に
引
き
上
げ
る
︶
を
共
同
で
要
望
し

実
現
し
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
比
率
引

上
げ
の
要
望
が
出
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
引
き
続
き
同
協
会
の
動
向
を
注
視

し
、
強
固
な
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

④
そ
の
他
：
注
視
し
て
い
く
べ
き
諸
課
題

（ａ）
　
郵
便
局
の
保
険
販
売
に
お
け
る
種

　
目
拡
大
の
阻
止

　
郵
便
局
は
現
在
自
動
車
保
険
の
取
り

扱
い
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
代
協
と

し
て
は
、
日
本
郵
政
の
政
府
保
有
株
が

全
株
売
却
さ
れ
る
ま
で
は
完
全
民
営
化

さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
と
の
立
場
で
あ

り
、
そ
れ
ま
で
の
間
は
、
安
易
な
種
目

拡
大
を
阻
止
す
る
方
針
で
あ
る
。
本
連

盟
と
し
て
は
、
郵
便
局
の
保
険
販
売
が

損
害
保
険
代
理
店
の
利
益
を
不
当
に
害

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
視
し
な
が
ら
、

顧
問
や
支
援
議
員
等
へ
の
働
き
か
け
を

続
け
る
。

（b）
　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
損
害
保
険
募
集

　
業
務
認
可
申
請
へ
の
対
応
　

　
　
　
　
　 

︵
2
頁
へ
つ
づ
く
︶ 

情
宣
活
動
を
強
化

政
治
連
盟
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
で
開
催

3
月
10
日  

通
常
代
議
員
会
を
開
催

　
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は
３
月
10
日
午
後
１
時
か
ら
１
時
50
分

ま
で
東
京
の
損
保
会
館
で
２
０
２
０
年
度
通
常
代
議
員
会
を
開
催
し
た
。
代

議
員
41
名
の
出
席
の
も
と
、
中
村
文
治
氏
︵
熊
本
代
議
員
︶
を
議
長
に
選
出
、

議
事
に
入
っ
た
。
審
議
の
結
果
、
﹁
２
０
１
９
年
度
事
業
報
告
書
案
承
認
の

件
﹂
﹁
同
収
支
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
並
び
に
次
期
繰
越
金
承
認

の
件
﹂
﹁
２
０
２
０
年
度
会
費
額
案
承
認
の
件
﹂
﹁
同
事
業
計
画
案
承
認
の

件
﹂
﹁
同
収
支
予
算
案
承
認
の
件
﹂
の
５
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。
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︵
1
頁
か
ら
つ
づ
く
︶

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
損
害
保
険
募
集
業

務
へ
の
新
規
参
入
は
、
現
在
金
融
庁
が

留
保
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
本
件
は

官
に
よ
る
民
の
圧
迫
で
あ
り
、
既
存
代

理
店
の
利
益
を
不
当
に
害
す
る
こ
と
に

な
る
た
め
、
日
本
代
協
と
し
て
は
認
可

を
阻
止
す
る
方
針
と
し
て
お
り
、
な
し

崩
し
的
な
参
入
を
防
ぐ
た
め
に
取
り
組

む
。
　

2
　
支
援
議
員
の
地
元
で
の
活
動
の
強
化

　
支
援
議
員
が
﹁
真
の
支
援
議
員
﹂
に

な
る
た
め
に
は
、
各
選
挙
区
で
行
う
セ

ミ
ナ
ー
、
会
合
、
懇
談
会
等
へ
の
参
加

の
他
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
接
点
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
本
年
度
も

議
員
先
生
主
催
の
地
方
開
催
セ
ミ
ナ
ー
、

会
合
等
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
進
め
、

代
協
総
会
や
新
年
賀
詞
交
歓
会
等
へ
の

出
席
を
招
致
す
る
こ
と
で
、
会
員
に
対

し
支
援
議
員
ご
本
人
や
政
連
の
活
動
を

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
仕
組
み
を
推

進
す
る
。
　

3
　
組
織
課
題
へ
の
対
応

①
日
本
代
協
の
事
業
方
針
の
把
握
と
認

　
識
の
共
有
化

　
政
連
の
取
り
組
み
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
日
本
代
協
の
事
業
計
画
・
事

業
方
針
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必

要
な
た
め
、
日
本
代
協
理
事
会
と
の
緊

密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
日
本
代

協
役
員
と
の
密
接
な
意
見
交
換
を
進
め

る
。

②
政
治
連
盟
の
意
義
と
活
動
に
つ
い
て

　
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　
日
頃
は
全
国
各
地
で
活
発
な
政
連
活

動
を
展
開
い
た
だ
き
、
ま
た
本
部
事
業

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
月
の
臨
時
代
議
員
会
で
会
長
に
再

任
さ
れ
た
小
平
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
２

年
間
は
日
本
代
協
副
会
長
と
兼
任
で
政

治
連
盟
の
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
政
治
連
盟
に
専
念
し
、
こ
の
重
責

を
し
っ
か
り
と
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
に
は
改
め
て
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

︹
２
０
１
９
年
度
の
取
り
組
み
の
御
礼

　
と
主
な
ご
報
告
︺

①
通
常
会
員
数
の
増
強

　
本
年
１
月
１
日
時
点
の
通
常
会
員
数

が
８
６
０
０
名︵
前
年
比
＋
６
５
４
名
︶

と
な
り
ま
し
た
。

②
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
達
成

　
２
０
１
９
年
度
会
費
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

１
１
０
０
万
円
に
対
し
、
１
１
３
２
万

５
千
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

③
第
25
回
参
議
院
通
常
選
挙
の
結
果

　
７
月
21
日
投
開
票
の
結
果
、
33
名
の

推
薦
候
補
者
の
う
ち
、
26
名
が
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

④
平
成
31
年
度
税
制
改
正
要
望
の
実
現

　
損
保
協
会
の
平
成
31
年
度
税
制
改
正

要
望
﹁
火
災
保
険
等
に
係
る
異
常
危
険

準
備
金
制
度
の
充
実
︵
正
味
保
険
料
に

対
す
る
無
税
積
立
率
を
現
行
の
５
％
か

ら
６
％
に
引
き
上
げ
︶
﹂
を
共
同
で
要

望
し
実
現
し
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
全
国
の
会
員
の
皆
様
、
代

協
役
員
、
選
挙
対
策
委
員
各
位
の
地
道

な
お
取
り
組
み
と
支
援
議
員
の
先
生
方

の
お
力
添
え
に
よ
る
成
果
で
あ
り
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
選

挙
対
策
委
員
や
日
本
代
協
地
域
担
当
理

事
か
ら
の
ご
報
告
、
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
事
録
に
よ
り
ま
す
と
、
会
議
の
際
に

政
治
連
盟
の
活
動
や
ご
報
告
に
触
れ
て

い
た
だ
く
機
会
が
格
段
に
増
え
て
い
る

と
の
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

︹
２
０
２
０
年
度
の
取
り
組
み
方
針
と

　
中
間
報
告
︺

　
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
と

し
て
大
き
な
課
題
は
次
の
２
点
で
す
。

①
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
の

　
存
在
意
義

　
全
国
各
地
に
は
、
本
政
治
連
盟
を

﹁
知
ら
な
い
﹂
、﹁
よ
く
わ
か
ら
な
い
﹂

と
い
う
代
協
会
員
が
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
私
ど
も
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
が
十
分
で

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
昨
年
10
月
﹃
全
国
損
害
保
険
代
理

業
政
治
連
盟
　
意
義
と
活
動
﹄
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
資
料
︵
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
︶
を

作
成
し
ま
し
た
。
本
資
料
は
、
﹁
政
治

連
盟
と
は
？
﹂
﹁
政
治
連
盟
の
歴
史
と

背
景
﹂
﹁
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治

連
盟
の
概
要
﹂
﹁
日
本
代
協
不
変
の
取

り
組
み
﹂
の
４
つ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

政
治
連
盟
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
わ
か

り
や
す
い
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
既
に

各
地
で
30
分
程
度
の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
が

展
開
さ
れ
始
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
い
た
だ
き
、
な
お
一
層
の
ご
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

②
政
治
連
盟
会
費
の
不
公
平
感
解
消
に

　
向
け
た
取
り
組
み

　
毎
年
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
達
成
し
て

い
る
も
の
の
、
大
き
く
上
回
る
額
を
納

め
て
い
る
代
協
が
あ
る
一
方
、
未
納
額

が
累
積
し
て
い
る
代
協
が
存
在
し
、
そ

の
不
公
平
感
へ
の
ご
不
満
の
声
を
頂
戴

し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
そ
の
解
消
に
向
け
た

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
日

本
代
協
地
域
担
当
理
事
の
ご
協
力
の
下
、

特
に
未
納
額
の
大
き
い
８
代
協
に
対
し
、

﹁
累
積
未
納
に
至
っ
た
経
緯
﹂
﹁
未
納

と
な
る
課
題
﹂
﹁
今
後
の
納
付
計
画
﹂

な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
既
に
４
月
末
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
完
了

し
、
﹁
３
年
間
で
の
解
消
に
向
け
、
三

分
の
一
を
納
付
完
了
﹂
﹁
京
都
方
式
採

用
を
決
議
し
た
﹂
﹁
支
部
単
位
で
政
治

連
盟
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
周
知

徹
底
を
図
る
﹂
な
ど
の
具
体
的
な
取
り

組
み
を
い
た
だ
き
、
長
年
の
課
題
で
あ

る
会
費
未
納
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
政
治
連
盟

役
員
・
事
務
局
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

︹
改
め
て
政
治
連
盟
の
存
在
意
義
と
は
︺

　
日
本
代
協
の
事
業
活
動
推
進
に
あ
た

り
、
保
険
代
理
業
に
係
る
法
制
や
税
制

等
に
つ
い
て
の
政
治
的
な
課
題
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
本
代
協
は
定

小平会長

（東京）

日
本
代
協
の
事
業
推
進
に
必
要
な
政
治
活
動
を
行
う
組
織
、

そ
れ
が
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
で
す
。

日
頃
か
ら
各
地
で
の
活
動
を
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
　
会
長
　

小
平
　
義
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政
治
連
盟
の
存
在
価
値
を
改
め
て
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
、
各
地
で
﹁
政

治
連
盟
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
﹂
の
開
催
を
進

め
た
い
。
選
挙
対
策
委
員
が
講
師
と
な

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
当
日
の
議
事

終
了
後
、
﹃
政
治
連
盟
　
意
義
と
活
動
﹄

を
使
用
し
、
特
に
政
治
連
盟
の
位
置
づ

け
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
中
心
に

説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

③
京
都
方
式
の
導
入
推
進
と
会
員
拡
大

　
政
連
会
費
の
納
入
に
当
た
っ
て
は
、

従
来
ど
お
り
京
都
方
式
の
導
入
を
進
め

会
員
拡
大
を
図
る
︵
２
０
１
９
年
12
月

末
現
在
で
12
代
協
が
未
導
入
︶
。
同
方

式
の
導
入
に
当
た
っ
て
の
個
別
の
課
題

に
対
し
て
は
、
政
連
役
員
並
び
に
日
本

代
協
地
域
担
当
理
事
が
連
携
し
て
各
代

議
員
の
支
援
に
当
た
る
。
特
に
、
過
去

の
様
々
な
経
緯
等
か
ら
、
暦
年
の
会
費

未
納
が
残
っ
て
い
る
代
協
は
個
別
に
事

情
が
異
な
る
た
め
、
該
当
代
議
員
と
と

も
に
政
連
会
長
・
副
会
長
並
び
に
日
本

代
協
地
域
担
当
理
事
が
連
携
し
て
課
題

の
把
握
と
対
応
策
の
協
議
を
行
い
未
納

対
策
を
講
じ
る
︵
２
０
１
９
年
12
月
末

時
点
で
14
代
協
に
累
積
未
納
金
額
あ
り
︶。

▽
第
５
号
議
案
　
２
０
２
０
年
度
収
支

　
予
算
案
承
認
の
件

　
﹁
２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
案
﹂
に

伴
う
予
算
編
成
に
つ
い
て
、
前
期
繰
越

金
を
含
め
１
７
５
９
万
４
６
１
７
円
の

収
入
を
見
込
み
、
こ
の
予
算
規
模
の
下
、

２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
を
実
施
す

る
た
め
の
収
支
予
算
を
作
成
し
た
と
の

説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
全
国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
は

５
月
11
日
、
小
平
会
長
が
政
治
連
盟
代

議
員
に
対
し
て
﹁
全
役
員
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
選
任
の
件
﹂
に
つ
い
て
提
案

し
、
当
該
提
案
に
つ
き
、
６
月
10
日
、

同
代
議
員
の
全
員
か
ら
書
面
に
よ
り
同

意
の
意
思
表
示
を
得
、
当
該
提
案
を
可

決
す
る
旨
の
臨
時
代
議
員
会
の
決
議
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
臨
時
代
議
員

会
の
決
議
を
省
略
し
た
。

■
新
役
員

▽
会
長
　
小
平　

義

▽
副
会
長
　
小
澤
正
志

▽
理
事
選
挙
対
策
委
員
長
　
大
塚
昭
彦

▽
専
務
理
事
　
野
元
敏
昭

▽
常
務
理
事
　
小
見
隆
彦

▽
理
事
事
務
局
長
　
工
藤
琢
哉

▽
監
事
　
杉
本
恭
三
、
津
田
文
雄

書
面
に
よ
る
同
意
で
役
員
選
任

款
上
、
政
治
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
政
治
資
金
規
正
法
の
適
用

を
受
け
る
個
人
加
入
の
政
治
団
体
と
し

て
、
１
９
９
５
年
に
﹁
全
国
損
害
保
険

代
理
業
政
治
連
盟
﹂
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
要
は
日
本
代
協
の
事
業
遂
行
に
必

要
な
政
治
団
体
と
し
て
の
活
動
を
担
う

組
織
が
政
治
連
盟
で
あ
り
、
政
治
活
動

の
部
分
に
関
し
て
は
日
本
代
協
と
政
治

連
盟
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い

え
ま
す
。

　
私
た
ち
損
害
保
険
代
理
店
に
お
け
る

﹁
法
制
上
の
課
題
﹂﹁
税
制
上
の
課
題
﹂

は
政
治
の
力
を
借
り
る
、
そ
れ
を
下
支

え
す
る
行
政
を
応
援
す
る
。
こ
れ
が
全

国
損
害
保
険
代
理
業
政
治
連
盟
の
存
在

意
義
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
損
害
保
険
契
約
者
の
た
め
、

保
険
代
理
業
発
展
の
た
め
、
日
本
代
協

と
一
体
と
な
っ
て
行
動
し
て
参
り
ま
す
。

︹
日
頃
の
活
動
の
積
み
重
ね
︺

　
保
険
代
理
業
に
係
る
様
々
な
政
治
課

題
の
解
決
に
向
け
、
支
援
議
員
の
先
生

方
に
お
願
い
を
す
る
た
め
に
は
日
頃
の

関
係
性
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
い
ざ
と

い
う
時
に
先
生
方
が
、
﹁
代
協
の
た
め

に
動
こ
う
﹂
﹁
損
害
保
険
業
界
の
た
め

に
行
動
し
よ
う
﹂
と
思
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
は
、
選
挙
で
の
応
援
が
最
も
重

要
な
活
動
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
段

階
と
し
て
地
元
で
開
催
さ
れ
る
セ
ミ
ナ

ー
や
パ
ー
テ
ィ
ー
等
へ
の
参
加
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
代
協
会
員
が
集
う
場

︵
総
会
、
賀
詞
交
歓
会
等
︶
へ
先
生
ご

本
人
を
お
招
き
す
る
、
も
し
く
は
秘
書

の
方
に
出
席
を
願
う
等
、
常
日
頃
か
ら

関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
政
治
連
盟
本
部

と
し
て
も
、
顧
問
や
本
部
推
薦
の
先
生

方
と
の
密
接
な
関
係
性
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
全
国
各

地
で
の
活
動
の
積
み
重
ね
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
す
る

日
が
待
た
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ

ま
だ
先
行
き
は
不
透
明
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
は
﹁
う
つ
ら
な
い
、
う

つ
さ
な
い
﹂
を
心
掛
け
、
ど
う
か
健
康

に
ご
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。
全
国
の
政
治
連
盟
会
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　日本代協は、２０１３年４月より内閣総理大臣認可の一般社団法人とな

りました。一般社団法人に移行しても、定款上は政治団体としての活動は

制限を受けます。したがって、日本代協の事業目的を達成するために政治

活動を行う必要がある場合は、関連組織である政治連盟がその役割を引き

受けています。

　制度案件への対応としては、銀行のマイナス金利政策の中、銀行窓販の

弊害防止は常に監視していくことが必要となります。活動の柱としては、

支援議員が真の「支援議員」になるために、様々な機会を捉えて接点を持

つことが重要です。このため、本年度も各選挙区で行われるセミナー、会

合等への積極的な参加を進めるとともに、支援議員に対し代協総会や新年

賀詞交歓会等への出席を要請するなどの取り組みを進めていきます。

　会員の皆様のご要望、また代協の本来の目的を達成していくためにも、

会員の増強を図り、皆で力を合わせていきましょう。

　この機会に、是非とも皆様のご加入を心からお待ちしております。組織

の概要は下記のとおりです。加入は簡単です。個人の申込みとなります。

入会申込書に２千円（１口）を添えて、各地の代議員（各都道府県代協の

会長が兼任）にお渡しくださるだけで結構です。どうぞよろしくお願い申

し上げます。

〈 名 称 〉

　全国損害保険代理業政治連盟（東京都選挙管理委員会届出）

〈 目 的 〉

　日本代協の事業遂行に必要な政治活動を行う

 （日本代協と表裏一体、日本代協はその定款上も政治活動の制限を受けている）

〈 加盟・組織 〉

　業界唯一の政治団体（政治資金規正法/公職選挙法の対象である団体）

　・通常会員は個人で加盟（任意加入・一般的には代理店の代表者個人が多い）

　・年会費は原則１会員2,000円とし、超える額については寄附金

　・各都道府県代議員は各都道府県代協会長が兼任する

政治連盟加入のおすすめ
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政治連盟 選挙対策委員会委員（2020年7月）〈敬称略〉

ブロック・担当地区

委員長

北海道
（北海道）

北東北
（青森・岩手・秋田）

上信越
（新潟・長野・群馬）

東関東
（栃木・茨城・埼玉・千葉）

南関東
（神奈川・山梨）

東　京
（東京）

東　海
（静岡・愛知・岐阜・三重）

北　陸
（富山・石川・福井）

近　畿
（滋賀・京都・奈良）

阪　神
（大阪・兵庫・和歌山）

東中国
（岡山・鳥取・島根）

西中国
（広島・山口）

四　国
（香川・徳島・愛媛・高知）

九州北
（福岡・佐賀・長崎・大分）

九州南
（熊本・宮崎・鹿児島・沖縄）

大塚 昭彦

壽時 康二

藤原 広洋

中野 伸二

荒井 英和

清水 克俊

小野 嘉一郎

廣川 弘城

森 政樹

田中 和彦

西 智弘

野島 敏彦

片山 彰造

　山 忠秀

中村 真宏

大塚 昭彦

尾場瀬 和男

福岡県代協 専務理事

北海道代協 前副会長

青森県代協 顧問

やまがた代協 会長

長野県代協 顧問

埼玉県代協 直前会長

山梨県代協 顧問

東京代協 理事

愛知県代協 副会長

石川県代協 監事

滋賀県代協 副会長

兵庫県代協 専務理事

岡山県代協 顧問

広島県代協 顧問

高知県代協  監事

福岡県代協 専務理事

熊本県代協 顧問

氏　名 代協名・代協役職

南東北
（宮城・山形・福島）

ス トキ

ムネヤマ

在
意
義
を
会
員
の
皆
様
に
広
げ
て
い
く

こ
と
が
組
織
と
し
て
の
大
き
な
命
題
で

あ
る
﹂
こ
と
。
日
本
代
協
で
は
で
き
な

い
、
損
害
保
険
代
理
店
の
た
め
に
な
る

政
治
活
動
を
実
行
し
、
併
せ
て
そ
の
活

動
を
広
く
情
宣
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

な
こ
と
と
思
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
点
目
は
﹁
地
域
単
位
で
の

会
費
未
納
を
無
く
す
こ
と
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
﹂
こ
と
。
私
自
身
は
ま
だ
ま

　
選
挙
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙

公
示
期
間
以
外
に
選
挙
活
動
は
で
き
ま

せ
ん
。
選
挙
活
動
の
中
で
は
、
総
決
起

大
会
・
駅
前
演
説
会
へ
の
参
加
等
の
個

別
活
動
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

政
治
連
盟
の
統
一
行
動
と
し
て
は
、
公

示
日
に
、
都
道
府
県
代
協
か
ら
選
挙
事

務
所
あ
て
に
﹁
推
薦
状
と
要
望
書
﹂
を

お
届
け
し
、
選
挙
応
援
活
動
を
開
始
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
代
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
の
選
挙
対
策

委
員
の
皆
様
に
も
ご
相
談
の
う
え
、
来

る
国
政
選
挙
の
際
に
は
、
推
薦
候
補
者

の
選
定
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
政
治
活
動
は
常

に
法
律
を
遵
守
し
て
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
法
律
の
一
つ

は
﹁
政
治
資
金
規
正
法
﹂
で
す
。
こ
の

法
律
で
は
、
﹁
会
員
の
皆
様
が
会
費
を

納
め
て
い
た
だ
い
た
時
か
ら
、
政
治
活

動
費
と
し
て
会
議
費
や
セ
ミ
ナ
ー
会
費

な
ど
を
支
払
う
ま
で
の
政
治
資
金
が
正

し
く
政
治
目
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る

か
﹂
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
﹁
公
職
選
挙
法
﹂
で
す
。

例
え
ば
、
﹁
選
挙
運
動
に
関
す
る
飲
食

物
の
提
供
等
の
禁
止
﹂
や
ネ
ッ
ト
選
挙

解
禁
に
お
い
て
解
禁
さ
れ
な
か
っ
た

﹁
候
補
者
実
名
入
り
メ
ー
ル
送
付
の
禁

止
﹂
等
が
注
意
す
べ
き
事
項
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
事
前
運
動
や
様
々
な
禁
止
事

項
が
あ
り
ま
す
が
、
ル
ー
ル
を
し
っ
か

り
守
り
、
清
々
と
選
挙
支
援
活
動
を
実

施
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
就
任
を
機
に
、
小
平
会
長
に
課
題
を

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
１
点
目
は
、
﹁
政
治
連
盟
の
存

だ
微
力
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
２
つ
の

課
題
を
認
識
し
、
実
際
の
活
動
を
積
極

的
に
実
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
五
輪
後
と
言
わ
れ
て
い
た
解
散
総
選

挙
も
ど
う
な
る
か
は
全
く
不
透
明
で
は

あ
り
ま
す
が
、
衆
議
院
の
任
期
満
了
は

来
年
２
０
２
１
年
10
月
と
迫
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
間
で
実
施
さ
れ

る
解
散
総
選
挙
は
い
つ
に
な
る
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
議
員
先
生
方
に
と
っ

て
は
常
在
戦
場
で
す
。
こ
の
こ
と
を
常

に
想
定
し
、
お
互
い
新
任
で
あ
る
、
大

塚
理
事
選
挙
対
策
委
員
長
と
も
連
携
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
選
挙
運
動
の
う
ち
一
定
の
も
の
が

解
禁
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
何
人
も
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
、
選
挙

運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
︵
改
正
公
職
選
挙
法
第
１
４
２
条
の
３
第
１
項
︶
。

　
た
だ
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
選
挙
運
動
用
文
書
図
画
に
つ
い
て
は
、
候
補

者
・
政
党
等
に
限
っ
て
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
般
有
権
者
は
引
き
続

き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
︵
改
正
公
職
選
挙
法
第
１
４
２
条
の
４
第
１
項
︶
。

有
権
者
が
電
子
メ
ー
ル
で
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と
は
禁
止
で
す
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〜２０１３年４月改定後の規定〜

小澤副会長

（高知）

２
つ
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む

小
澤
正
志
副
会
長 

就
任
挨
拶

国
政
選
挙
で
強
力
な
支
援
活
動
を

大
塚
昭
彦
理
事
選
挙
対
策
委
員
長 

就
任
挨
拶

大塚理事選挙対策委員長

（福岡）
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